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[1]New evaluation criteria in the Markov decision processes 

Qi Wang, Masayuki Kageyama, Jingyao Zhang 

Journal of Statistics and Management Systems  1-8 2021 年 3 月 16 日 

[2]最適避難経路の決定方法 

王琦, 影山正幸, 張 景耀 

京都大学数理解析研究所講究録 2158 104-109 2020 年 6 月 

[3]ベイズの定理の一拡張 

影山正幸, 椿広計 

京都大学数理解析研究所講究録 2158 54-57 2020 年 6 月 

[4]マルコフ決定過程におけるリスク解析 

影山正幸 

京都大学数理解析研究所講究録 2114 171-173 2019 年 

[5]Risk measure とその周辺 

M. Kageyama, Q. Wang 

京都大学数理解析研究所講究録 2078	22	-	24	2018 年		 

[6]A survey on Uncertainty Theory 

確率シンポジウム  2020 年 12 月 22 日   

[7]ベイジアンマルコフ決定過程 

影山正幸日本数学会秋季総合分科会  2019 年 9 月 18 日   
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